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  令和７年第７回教育委員会会議録 

日   時  令和７年５月26日（月）13時30分開会 14時30分閉会 

場 所 第二庁舎２階会議室５・６ 

出 席 委 員 

教育長  佐々木    智 

委 員  荒 井  由紀恵 

委 員  杉 本     功 

委 員  曙    嘉 輝 

委 員  柴 口  史 子 

欠 席 委 員  － 

事務局職員 

教育部長        佐 藤    勇 

教育部次長       髙 橋  裕 輔 

教育部学校指導室長   赤 井  輝 人 

企画総務課長      大 西  正 起 

学校教育課長      下 口  剛 彦 

青少年課長       森 井    茂 

生涯学習課長      児 玉  雅 彰 

書 記 企画総務課総務係    阿 部    健 

議 題 及 び 

議事の概要 
 別紙のとおり 
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１ 第７回教育委員会会議付議事件及び結果表 

 

令和７年５月26日（月）13時30分開会 

14時30分閉会 
 
 

事件番号 件    名 議決結果 

議案第１号 
千歳市教育支援委員会委員等の委嘱又は任命につい

て 
原案可決 

報告第１号 

令和６年度いじめの把握のためのアンケート調査(道

調査第２回)及び千歳市いじめアンケート調査(市調

査第２回)の結果について 

報告済 

報告第２号 
令和６年度公益財団法人千歳青少年教育財団の経営

状況を説明する書類の提出について 
報告済 
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務係長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（開会） 

令和７年第７回教育委員会会議を開催いたします。 

 

議案第１号は、人事に関する議事であるため、秘密会にしたいと考えます

が、よろしいでしょうか。 

 （委員 一同了承） 

 

それでは、そのように取り扱いたいと思います。 

 

日程２ 会議録の承認について、お願いします。 

 

令和７年４月２３日に開催されました令和７年第６回教育委員会会議は、

議案が２件ございました。 

議案につきまして、議案第１号 千歳市奨学生選考委員会委員の任命につ

いて、議案第２号 令和７年度学校運営協議会委員の委嘱について、原案の

とおりご決定いただいております。 

以上でございます。 

 

会議録の承認の件は、よろしいでしょうか。 

（一同了承） 

 

続きまして、日程３ 教育長の報告です。 

  

４月25日にキウス周堤墓群ガイダンスセンターがオープンし、オープンセ

レモニーを開催いたしました。 

ゴールデンウィークを挟み、それなりの来場がありましたが、駐車場に入

りきれないといったような爆発的な混み具合にはなっていないようで、世界

文化遺産登録となった年の４月、５月と同程度の来場状況ということです。 

これから良い季節になりますので、さらに来場者が増えてほしいですし、

そのためのＰＲをしていかなければならないと思っているところです。 

５月に入り、全国都市教育長協議会、また、北海道都市教育長会の総会が

あり、色々な話を聞くことができました。 

例えば、いじめの関係では、専門委員会を立ち上げる際に、弁護士の方に

受けていただくことが難しかったり、報酬が膨らんでしまったりといったこ

とや、給食費の無償化について国が進めておりますが、単独で実施すること

は難しいという教育長が多くいらっしゃったり、市長の政策として進めてい

るところはありますが、教育委員会としてはなかなか難しい面があるといっ

たお話など、非常に様々な意見交換、情報交換ができました。 

また、全国学力・学習状況調査の自校採点の結果がある程度まとまりまし

２ 議題及び会議の概要 
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た。千歳市の状況としましては、小学校は、昨年、国語が少し良い方向に向

いたところで、それが維持されている状況であり、算数についても、同じく

維持されている状況です。中学校について、国語については一定程度の成果

が出ておりますが、数学については、今回、素点が非常に落ちており、全国

的にも同じ状況かと思ったのですが、管内ではなかなか厳しい結果となり、

元の位置に戻ってしまったというところです。まだまだ色々な課題がありま

すので、各校においても分析をして、次の手立てを打つような形になってく

ると思います。 

次に、昨日、市議会議員選挙があり、結果、新人の議員の方が、４名当選

されました。会派の構成など、色々な変化があると思いますので、今後の推

移を見守りたいと思いますが、教育委員会としましては、例えば新学校給食

センターの整備など、議会に審議していただかなければならないことがあり

ますので、うまく推進できるように調整していきたいと思っております。 

  

次に、５月の定例校長会で話した事項について、報告させていただきます。 

（資料に沿って、次の内容について説明） 

１．令和７年度 千歳市学力向上検討委員会の取組について 

２．ＩＣＴの効果的な活用・学習者用コンピュータの持ち帰りについて 

３．いじめアンケートの実施について 

４．児童生徒への虐待対応 

５．時間外在校等時間（１～３月）について 

 

その他連絡事項は、記載のとおりです。 

私からの報告は以上でございます。 

 

何かご質問等はよろしいでしょうか。 

（一同「なし」の声） 

 

それでは、日程４ 議案に入ります。 

議案第１号 千歳市教育支援委員会委員等の委嘱又は任命について、事務

局から説明をお願いします。 

 

＜秘密会につき会議録省略＞ 

 

それでは提案どおり決定させていただきます。 

 

次に日程５ 報告に入ります。 

報告第１号 令和６年度いじめの把握のためのアンケート調査(道調査第

２回)及び千歳市いじめアンケート調査(市調査第２回)の結果について、説明
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青少年課長 

 

 

 

教育長 

 

荒井委員 

 

 

 

 

青少年課長 

 

 

 

 

 

 

 

荒井委員 

 

 

青少年課長 

 

 

 

 

 

杉本委員 

 

 

青少年課長 

 

 

 

 

 

をお願いします。 

 

（令和６年度いじめの把握のためのアンケート調査(道調査第２回)及び千

歳市いじめアンケート調査(市調査第２回)の結果について、議案書に沿っ

て説明） 

 

ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等はございますか。 

 

２回の調査を見ると、11月、１月共に回答児童生徒数が10人以上変動して

おりますが、回答していない児童生徒は、アンケートを行った際に欠席する

などして含まれていないのかと思うのですが、回答率はどのくらいなのでし

ょうか。 

 

まず11月の調査について、小学校では、対象児童数5,146名に対し回答は

5,017名で、回答率は97.49％、中学校では、対象生徒数2,621名に対し回答が

2,299名で、回答率は87.71％と、小学校より若干低くなっております。 

１月の調査でありますが、小学校では、対象児童数5,146名に対して回答が

4,997名で、回答率は97.10％、中学校では対象生徒数2,621名に対し回答が

2,283名で、回答率は87.10%となっています。 

共に中学校の方が若干少ない結果となっております。 

 

道の調査が３回になるというお話ですが、何月に実施されるかは決まって

いるのでしょうか。 

 

１回目は５月中旬から６月上旬、２回目は９月中旬から10月上旬というこ

とで、これは今までと同じ時期となります。 

ただし３回目については、１月中旬から２月上旬にやりたい、という段階

であり、まだ決定ではないということで、市の調査については道の実施に重

ならない時期に１回実施したいと考えております。 

 

道の調査を２回から３回に、１回増やすことになった経緯などは示されて

いるのでしょうか。 

 

詳細の説明は特に受けておりませんが、５月16日に道から通知があり、ア

ンケート調査の回数を増やす理由という表現ではありませんが、調査の趣旨

について、いじめ問題が依然として増加傾向にあり、そういったものに対し

て早期発見、早期対応に向けた取組を一層充実させることが必要だという表

現がありますので、このことが回数を増やした趣旨ではないかと理解してお

ります。 
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杉本委員 

 

 

 

 

 

青少年課長 

 

 

 

柴口委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道は１回増やし、市は１回減らして合計４回ということで、私は適切だと

思っております。千歳市では、これまでも道が２回、市が２回実施しており、

それだけいじめの問題について重く受け止めて取り組んでいるということだ

と思っているのですが、石狩管内の他市町村の状況が分かれば教えていただ

きたいと思います。 

 

詳細について資料は持ち合わせておりませんが、４回実施している市町村

は多くなく、道の２回のアンケート調査のみ実施している自治体が多いと聞

いております。 

 

道が回数を増やした背景なども考えますと、やはりいじめは無いのが一番

ですが無くなりはしないという、当然起こり得るという前提に立って取り組

んでいるものなのだと思います。 

ただ、学校はやはり少ない時間数の中でギリギリやっており、嫌な思いを

したといえば面談を行い、面談シートを作成する。認知をしたら報告書を作

る。これは非常に大変なことです。それも各方面に聞き取りなどを行う必要

もあり、どうしてもその忙しい中でやっている学校としては、１件でも少な

い方が助かるということも非常によく分かるところです。 

そういったときに各学校によって、これはいじめと認知した方が良い、そ

うではない、ということについて多少なりとも差異があることと思います。 

つまり、カッティングポイントの違いで、いじめだと判断する学校もあれ

ば、そうではないと判断する学校もあるということも当然起きてくると思う

のですが、教育長の報告にもありましたとおり、いじめの認知について共通

認識を再確認することを学校に働きかけていただいていると思います。 

やはり学校としては、「起こしてはならない」が一番にあるので、「少ない

方が良い」ということになるのですが、それよりも、「放置しないことの方が

大事」という意識に変えていくことが大事だと思います。 

いじめの対応においては、悲観的に対応をしてみて、結果は楽観的だった

というのが一番良いことだと思うので、それが、保護者が安心して通わせら

れる学校に繋がるということ、また、学校によって敏感に取り上げ認知して

対応した学校を、教育委員会が「よくこの段階のものをいじめと認知して対

応してくれました」と受け止めてくれると、学校の意識が、細かく対応した

方が大変だが良いことなのだというように、先生方もその大変さの捉え方が

少しずつ変わってくると思うので、件数を捉えるだけでなく学校を支えてあ

げてほしいと思います。 

千歳市はこれまでも非常にこのことを大事に思いながら対応されているの

で、学校も引き続き、そして教育委員会においても、学校が敏感に反応し対

応したことをしっかり取り上げて、支えていただくことをお願いしたいと思
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青少年課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

います。 

 

教育委員会としては、スクールソーシャルワーカーが非常に効果的に機能

していると考えており、学校で些細なことがあったときにもすぐに報告が入

りますし、これはいじめだと判断したらすぐ学校に報告書を出してもらうよ

うにしており、日常的に一つ一つの案件について学校がどういう取り扱いし

ていいか迷うときにも、こちらからそういった指示を出しています。 

また、各学校においては、校内研修の充実を図っていたり、５月からはス

クールソーシャルワーカーがすべての小中学校を訪問しており、その中で各

校がやるべき対応、教育委員会に報告しなければならない事案の事例など、

様々な情報共有を行っています。 

教育委員会としましても、夏休み期間中に先生方に対する研修を１度開催

するなど、機会を見つけながら、学校間でいじめ認知の判断の差が生じない

よう、今後も取り組んでまいりたいと思っております。 

 

このことについては、校長会、教頭会でデータを示して、留意事項の話を

しているのですが、あくまでも資料で進めていることなので、今説明があっ

たように各校を訪問し、個別具体に対応しております。 

例えば管理職についても、前の市町村ではこうだったとか、できるだけ認

知件数は少ない方が良い、と認識しているケースもあるので、そういうこと

ではなく、いじめの認知の定義があるので、該当すればいじめと認知する、

ということを少しずつやってきましたし、今後もしっかり進めていきたいと

思っております。 

 

保護者のいじめに関する考え方についても、いじめを減らしていく上では

大事だと思うのですが、以前の教育委員会会議の中で、保護者になかなか理

解をしてもらえないというお話がありました。 

おそらく加害になったお子さんの保護者が、納得できないということで、

理解してもらえないという難しさがあるという風に聞いていたのですが、年

度が始まり、各学校でいじめ防止基本方針を設定しておりますが、なかなか

保護者の方々が見る機会も少ないでしょうし、理解という部分では、昔のい

じめの考え方や捉え方の認識のままでいる保護者が多いのではないかと思い

ます。 

ですので、改めていじめの定義や学校の取組について、保護者の方々にも

協力を得るという意味からも、年度初めにホームページに保護者向けのダイ

ジェスト版のようなものを示すなどして、あるいは参観日の懇談会の中で説

明をするなどして、学校と保護者、あるいは地域も含めて取り組んでいける

ように進めていただけたらと思います。 
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青少年課長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

教育長 

 

荒井委員 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

他市町村の状況も調べながら、やれることは前向きに取り組んでまいりた

いと思います。 

 

ほかはいかがでしょうか。 

（一同「なし」の声） 

それでは、これについては、報告済みといたします。 

 

続きまして、報告第２号 令和６年度公益財団法人千歳青少年教育財団の

経営状況を説明する書類の提出について、説明をお願いします。 

 

（令和６年度公益財団法人千歳青少年教育財団の経営状況を説明する書類

の提出について、議案書に沿って説明） 

 

ただいまの説明に対して、ご意見、ご質問等はございますか。 

 

入館者状況について、「有料」、「無料」という区分がありますが、小学生に

年間パスポートを渡している分の利用分は「無料」に含まれているというこ

とでしょうか。 

 

「無料」については、小学生未満のお子さんや行政視察等の人数であり、

小学生の年間パスポートを利用して来館している分については、「年間パス

ポート会員」の数字にカウントされています。 

 

基本的には予定された事業はしっかり実施されていますし、全体としても

入館者が増えており、比較的順調に推移しているということでよろしいでし

ょうか。 

 

はい。昨年度に関しては、特に、道の駅がリニューアルして２年目を迎え

ましたので、千歳水族館と連携したイベントなどを開催したり、開館30周年

という節目の年でもありましたので、年間を通してイベントを行った結果、

入館者が伸びる結果となりました。 

 

ほかはいかがでしょうか。 

（一同「なし」の声） 

それでは、これについては、報告済みといたします。 

 

これをもちまして、本日の教育委員会会議を終了します。 

（閉会） 

  


